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【
性
別
】

　

男
女
構
成
は
、
男
性
が
四
四
・
三�
、

女
性
が
五
五
・
一�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
無
回
答
〇
・
六�
）

【
年
齢
】

　

五
十
歳
代
が
二
二
・
三�
と
最
も
多
く
、

以
下
、
六
十
歳
代
が
一
九
・
三�
、
七
十

歳
以
上
が
一
八
・
一�
、
四
十
歳
代
が
一

五
・
五�
三
十
歳
代
が
一
三
・
二�
、
二

十
歳
代
が
一
一
・
二�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
住
ん
で
い
る
地
区
】

　

大
井
町
一
八
・
二
％
と
一
番
多
く
、
次

い
で
長
島
町
が
一
五
・
六
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【
居
住
年
数
と
住
宅
の
種
類
】

　

二
十
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
が
八

一
・
五�
と
大
き
な
比
率
を
占
め
て
お
り
、

十
年
以
上
を
含
め
る
と
八
九
・
七�
と
ほ

ぼ
九
割
と
な
り
ま
す
。
ま
た
住
宅
の
種
類

で
は
、
一
戸
建
て
の
持
ち
家
の
方
が
約
九

割
を
占
め
、
そ
の
内
、
同
居
者
が
あ
る
方

が
五
七
・
二�
、
同
居
者
が
無
く
一
人
住

ま
い
の
方
が
三
四
・
三�
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

住
民
の
行
政
参
画
や
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
在
り
方
な
ど
、
住
民
の
意
識
改
革
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、「
必
要
だ
と
思
う
」

五
一
・
〇
㌫
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要

だ
と
思
う
」
二
八
・
五
㌫
で
、
合
わ
せ
て

約
八
割
の
皆
さ
ん
が
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

市
民
協
働
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
行

政
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
増

や
す
こ
と
や
区
・
自
治
会
な
ど
の
運
営
の

透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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総合計画策定に向けた市民意識調査結果

  
回
答
者
の
内
容

  
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
市
民

　

協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
は
何
が
必

　

要
？

　
　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
住

　

民
の
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
思
い
ま

　

す
か
？

　

こ
の
意
識
調
査
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
七
年
度
（
２
０
０
６
年
度

か
ら
２
０
１
５
年
度
）を
計
画
年
次
と
す
る
市
の
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
四
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
で
は
恵
那
市
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
の
男
女
二
千
五
百
人
を

無
作
為
に
抽
出
し
、
郵
送
に
よ
っ
て
配
布
、
回
収
し
ま
し
た
。
回
収
数
は
、

千
六
百
八
十
八
人
で
回
答
率
は
六
七
・
五�
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

調
査
結
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
調
査
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
役
所
の

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
振
興
事
務
所
、
図
書
館
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
の
8
割
が 

意
識
改
革
の
必
要
性
を

����
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市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る

　

た
め
に
は
何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

　

か
？

  
市
政
に
対
す
る
現
状
評
価
（
満
足
度
・
不
満
度
・
重
要
度
）

水
道
・
ご
み
・
保
健
に 

高
い
満
足
度

　

全
体
で
満
足
度
の
高
い
施
策
と
し
て

は
、「
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
整
備
」、「
ご

み
収
集
と
処
理
サ
ー
ビ
ス
」、「
健
康
診

断
・
相
談
、
健
康
予
防
」、「
買
い
物
の
便

利
さ
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
居
住
地
別
に
み
る
と
、
笠
置

町
、
中
野
方
町
で
は
、「
上
水
道
・
簡
易

水
道
の
整
備
」
の
満
足
度
が
低
く
、
飯
地

町
、
串
原
、
上
矢
作
町
、
中
野
方
町
で
は

「
買
い
物
の
便
利
さ
」
の
満
足
度
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
は
、「
会
議
の
内
容
を
市
民
が
知
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
を
充
実
す
る
」
こ
と

や
「
市
長
や
議
員
が
多
く
の
市
民
と
対
話

集
会
す
る
」
こ
と
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

意
見
箱
の
設
置
な
ど
多
数
の
意
見
を
聞
く

機
会
を
増
や
す
」
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
体
で
不
満
度
の
高
い
施
策
と
し
て

は
、「
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
」、「
魅
力
あ
る

働
く
場
の
確
保
」、「
Ｊ
Ｒ
・
民
間
バ
ス
の

便
利
さ
」、「
地
震
・
災
害
に
対
す
る
安
心

感
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
年
齢
別
に
み
る
と
、
二
十
歳
代

か
ら
三
十
歳
代
で
は
、
ワ
ー
ス
ト　

以
外

10

に
「
公
園
・
緑
地
な
ど
の
憩
い
の
場
」、「
緊

急
医
療
体
制
」、「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
数
と

設
備
」
な
ど
の
不
満
度
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
、
働
く

場
、
交
通
に
不
満

 
医
療
・
ご
み
・
保
健
な
ど

 
生
活
関
連
が
重
要

　

重
要
度
の
高
い
施
策
と
し
て
は
、「
緊

急
医
療
体
制
」、「
ご
み
収
集
と
処
理
サ
ー

ビ
ス
」、「
医
療
機
関
」、「
健
康
診
断
・
相

談
、
健
康
予
防
」
な
ど
が
重
要
な
項
目
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

居
住
地
別
で
は
、
笠
置
町
、
飯
地
町
で

は
、
ト
ッ
プ　

以
外
に
「
幹
線
道
路
の
整

１０

備
」
な
ど
の
重
要
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

満足度満足度の高い施策 トップ１０
　４６.０％①上水道・簡易水道の整備
　４４.４％②ごみ収集と処理サービス
　４１.６％③健康診断・相談、保健予防
　３９.９％④買い物の便利さ
　３３.９％⑤消防体制（署の配置など）
　３２.６％⑥広報による市情報の提供と公開
　３２.５％⑦し尿収集と処理サービス
　３１.２％⑧下水道・農業集落排水・合併浄化槽の整備
　３１.０％⑨ごみ減量化と資源リサイクル化
　２９.４％⑩幹線道路（国道・県道など） の整備

不満度不満度の高い施策 ワースト１０
　５４.７％①商店街のにぎわい
　５２.８％②魅力ある働く場の確保
　４６.６％③ＪＲ・民間バスの便利さ
　４３.６％④地震・災害に対する安心感
　４３.４％⑤段差や道幅などの歩道の安全性
　４０.３％⑥身近な市道・生活道路の整備、維持管理
　３９.７％⑦市政への市民の意見の反映
　３４.９％⑧防犯・治安などの安心感
　３４.４％⑨工業の振興対策
　３４.１％⑩観光施設と誘客ＰＲ

重要度重要度の高い施策 トップ１０
　６８.６％①緊急医療体制（夜間・休日・救急）
　６４.９％②ごみ収集と処理サービス
　６４.８％③医療機関（恵那・上矢作病院）
　６３.３％④健康診断・相談、保健予防
　６０.９％⑤防犯・治安などの安心感
　６０.９％⑥生活支援・介護など高齢者福祉
　６０.２％⑦ごみ減量化と資源リサイクル化
　５８.９％⑧地震・災害に対する安心感
　５８.５％⑨魅力ある働く場の確保
　５８.３％⑩上水道・簡易水道の整備
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今
後
住
み
た
い
と
こ
ろ
で
は
、「
ず
っ

と
恵
那
市
で
暮
ら
し
た
い
」
は
、
全
体
で

六
五
・
〇�
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
が
高

く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
割
合
は
大
き
く
、
四

十
代
以
上
で
は
、
五
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
三
十
代
以
下
の
若
者
で
は
四
五�
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
を
み
る
と

▼
恵
那
市
で
暮
ら
し
た
い
理
由
は
、
①

家
・
土
地
が
あ
る
か
ら
（
八
四
・
六�
）

②
地
域
・
人
に
愛
着
が
あ
る
か
ら
（
四
八
・

一�
）
③
居
住
環
境
が
良
い
か
ら
（
二
八
・

六�
）
が
多
く
、

▼
市
外
で
暮
ら
し
た
い
理
由
は
、
①
日
常

生
活
が
不
便
だ
か
ら
（
四
七
・
八�
）
②

通
勤
・
通
学
に
不
便
だ
か
ら
（
三
二
・
一

�
）
③
居
住
環
境
が
悪
い
か
ら
（
二
七
・

七�
）④
や
り
た
い
仕
事
が
な
い
か
ら（
二

三
・
九�
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
個
別
の
課
題
や
取
り
組
み

　
　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら

　

れ
る
環
境
を
整
え
る
に
は
何
が
必

　

要
？

　
　

合
併
後
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成

　

が
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ

　

と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　
　

小
中
学
校
教
育
に
対
し
て
心
配
な

　

こ
と
は
？

　
　

効
率
的
な
財
政
運
営
の
た
め
に
重

　

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
？

 
今
後
の
居
住
の
意
向

「
ず
っ
と
恵
那
市
で
暮
ら
し

た
い
」
が　

％
６５

　
　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
関
し
て

　

早
期
に
実
現
し
て
欲
し
い
も
の
は
？

��

����

��
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市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
十
年
間

の
市
の
方
針
を
定
め
る
総
合
計
画
を
本
年

度
中
に
策
定
し
ま
す
。

　

市
民
参
画
の
計
画
づ
く
り
を
目
指
し
、

四
月
か
ら
市
民
公
募
委
員
と
市
職
員
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
総
合

計
画
の
素
案
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、
市
民
公
募
委
員
三
十

七
人
、
市
職
員
四
十
人
の
計
七
十
七
人
で

構
成
し
、
①
健
康
・
福
祉　

②
生
活
環
境
・

都
市
交
流
基
盤　

③
産
業
振
興　

④
教

育
・
文
化
・
住
民
参
加
の
四
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
柱
に
沿
っ
た
計
画
の

素
案
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
四
月
に
実
施

し
た
市
民
意
識
調
査
の
結
果
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
市
の
現
況
と
課
題
の
洗
い

出
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
況
と
課
題
を
浮
き
彫
り
に

し
た
上
で
、
市
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

解
決
策
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　

総
合
計
画
を
本
年
度
中
に
策
定
す
る
た

め
、
十
月
ま
で
に
素
案
を
作
成
し
て
、
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
計
画
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

【
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
構
成
】（
敬
称
略
）

▽
委
員
長
＝
三
宅
明（
串
原
）　

▽
副
委
員

長
＝
高
柳
淑
子
（
長
島
町
）【
健
康
・
福
祉

部
会
】
◎
長
嶋
ま
ち
子
（
大
井
町
）
○
安

田
喜
子
（
健
康
保
健
課
）【
生
活
環
境
・
都

市
交
流
部
会
】
◎
曽
我
龍
一
（
武
並
町
）

○
可
知
洋
好
（
建
築
住
宅
課
）【
産
業
振
興

部
会
】
◎
柘
植
建
蔵
（
飯
地
町
）
○
藤
井

輝
彦
（
岩
村
振
興
事
務
所
）【
教
育
・
文

化
・
住
民
参
加
部
会
】
◎
樋
田
芳
久
（
中

野
方
町
）
○
成
瀬
初
美
（
ま
ち
づ
く
り
文

化
課
）   
（
◎
＝
リ
ー
ダ
ー
、
○
＝
副
リ
ー
ダ
ー
）

□
問
い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課�
２
６
―

２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
）

総
合
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

委
員
長　

三
宅 
明 
さ
ん　

　

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
参
加
し
た
の

は
、
私
が
合
併
協
議
会
に
委
員
と
い
う

立
場
で
か
か
わ
っ
て
き
て
、
合
併
し
た

か
ら
そ
れ
で
よ
し
と
い
う
の
で
な
く
、

合
併
後
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
し
よ
う
と
い
う
思

い
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
総
合
計
画
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
は
じ
め
、
地
域
計
画
な
ど
で
地

域
か
ら
意
見
を
出
し
た
り
、
市
民
か
ら

チ
ー
ム
に
参
加
し
た
り
、
意
見
箱
の
設

置
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
市
民

の
意
見
が
反
映
で
き
る
工
夫
が
さ
れ
て

お
り
、
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
計
画
策
定
は
「
過
程
」
が
大
切
で
、

人
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
な

く
、
市
民
自
ら
が
か
か
わ
る
こ
と
が
重

要
な
こ
と
。
自
分
で
か
か
わ
っ
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
納
得
も
で
き
、
計
画
実
現

に
向
け
て
自
ら
取
り
組
む
こ
と
も
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
が
六
十
七�

と
高
か
っ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
新
市

の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
恵
那
市
の
地
域
や
人
に
愛
着

が
あ
り
、
住
み
た
い
人
が
多
く
あ
る
反

面
、
勤
め
た
く
て
も
適
当
な
職
場
が
な

い
と
い
う
現
実
が
数
字
に
も
見
ら
れ
ま

す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
で
は
こ
う
し
た

市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
く
み
取
り
、

課
題
解
決
へ
の
方
策
を
示
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

　

合
併
協
議
会
の
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
で
も
「
人
・
地
域
・
自
然
が
調
和
し

た
交
流
都
市
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

私
も
交
流
人
口
の
増
が
で
き
る
か
、
で

き
な
い
か
が
、
市
の
将
来
を
大
き
く
左

右
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
の
熱
意
と
英
知
を
結
集
し
て
、
地
方

の
時
代
に
相
応
し
た
市
民
の
た
め
の
総

合
計
画
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
委
員
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
合
併
し
て
よ

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
微
力
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

総
合
計
画
の
素
案
づ
く
り

�
�
�
�
�
�

▲ワーキング会議でグループ別に課題を発表

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
活
動
中

http://w
w
w
.city.ena.gifu.jp/

        
 
 
                  


